
第 21回 愛着の森－木を測り続けて森を知る編－ 参加者募集 

１ 概要 

有峰だいすき会は、有峰の特徴的な３つの森を選び、１年に１箇所ずつ樹木調査を、原則 3年

サイクルで実施しています。大学や研究所は別として、一般の方が参加できる調査をしている

ところは、日本中で有峰だけだと思います。 

 

３つの森については、下記１２に詳しく紹介しています。 

 

21 回目の今年は、西谷のトチノキ林です。半径 10 メートルの円の中の、太い木 21 本の太さ

を測るのが主な調査です。 

 

森の中に、こんな声を飛び交わせながら、調査を 2時間ほどします。 

記録担当 A 「238番のちょっと先に 239番のトチノキない？」 

テープ付け係 B 「あ、あったわ」 

テープ付け係 B 「これに、新しく 710番のテープをつけます」 

記録担当 A 「じゃあ、その 710番の太さ測って」 

巻き尺係 C 「えっと、36.2.センチです」 

記録担当 A 「710番 36.2センチね。2.４センチ太っている。上等やね」 

 

お子様も大歓迎です！！ 

 

２ 開催日  ２０２５年９月２７日（土） 

３ 主催 有峰だいすき会（代表 中川 正次） 

４ 後援 有峰森林文化村 

５ アドバイザー   長谷川 幹夫氏（TOGA森の大学校） 

６ 日程 

➢ 9:00  有峰林道亀谷連絡所駐車場集合。乗り合わせ 

➢ 9:40 有峰ビジターセンターにてオリエンテーション 

➢ 11:00 調査開始 

➢ 13:00  調査終了 

➢ 13:30  冷タ谷キャンプ場で昼食、音楽会。 

➢ 15:00  有峰林道亀谷連絡所駐車場解散。 
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７ 参加費 中学生以上 500円、小学生以下無料（全員保険に入ります） 

現地で、領収済み林道通行券と引き換えに、林道通行券を１枚お渡しします。 

８ 持ち物 弁当、水筒、雨具、手袋、帽子、長靴、筆記具 

必要に応じて）虫よけ、タオル、おやつ、楽器、敷き物 

必ず長袖・長ズボンでおいでください。 

９ 定員 ２０名 

１０ 申込  

氏名、性別、年齢、住所、携帯番号、（可能な方は）乗合わせ可能人数、をご連絡ください。 

応募は、E-メールでお願いします。 

メール→sunnyhardjp@yahoo.co.jp 

TEL→090-2035-0214 

１１ 締切 ２０２５年９月２０日 

 

 

 

 

mailto:sunnyhardjp@yahoo.co.jp
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１２ ３つの森について 

９月２７日西谷の森を測りましょう。なんと、２１回目 

３つの森とは表のとおり。21 回目になる今年は、西谷のトチノキ林です。落葉広葉樹の明る

い森を測ることを通じて楽しみましょう。 

 

中坪達哉さんは、西谷で、緑浄土と表現した俳句を作っておられます。 

谷を行く緑浄土の香をまとひ 

沢音に緑浄土を迷ふなし 

雨降るも晴るるも緑浄土かな 

 

浄土とは、本来、金ぴかのイメージです。緑の清々しいブナ、ミズナラ、トチの森を、緑浄土

としたのは、作為や技巧ではありません。中坪さんと私が、おしゃべりしながら、西谷を歩い

ていくうちに、中坪さんに閃いたのです。 

西谷の中に基準点を定めてあります。その基準点を中心として 1000平方メートルの円を調査

地とします。その調査地の中の木を調べるのです。胸高直径（人間の胸の高さで測った木の直

径）10センチメートル以上の 21本の太さを測るのが主な調査です。あわせて 10センチメート

ル未満の木も調べます。 

1000 平方メートルすなわち 0.1 ヘクタールを調べることによって、何百ヘクタールもの森の

の様子を知るのです。わずかな量の血液検査で体のいろんなことがわかるのと似てますね。 

場所 場所の説明 主な木 この森の概要

猪根谷
（いのね
だに）

有峰ビジターセンターの
前の有峰林道折立線を
折立方面に500mくらい
進んだ道路沿い

ヤマハンノキ

1960年の有峰ダ
ム完成の頃、資
材置き場だった
ところが草地か
らヤマハンノキ
の林に遷移し、
さらに安定的な
森に変わりつつ
ある。

西谷
有峰林道南岸線の西谷
入り口から徒歩で20分く
らい歩いたところ

トチノキ

有峰森林の究
極の姿を観察で
きる。トチノキ、
ブナ、ミズナラが
混在している。
安定した森とは
言え、朽ちる木
もあれば新たに
成長する木もあ
る。

冷タ谷
（つべた
だに）

有峰林道西岸線の冷タ
谷遊歩道南口から徒歩
で10分くらい歩いたところ

カラマツ

1920年頃、県が
有峰森林を一括
買収し、公共事
業としてカラマツ
を植林した。い
ずれは、ブナ・ミ
ズナラ等に遷移
していくと予測さ
れるが、そのス
ピードは緩やか
である。

年 猪根谷 西谷 冷タ谷
2004 〇
2005 〇 〇
2006 〇
2007 〇
2008 〇
2009 〇
2010 〇
2011 〇
2012
2013 〇
2014 〇
2015 〇
2016 〇
2017 〇
2018 〇
2019 〇
2020 〇
2021 〇
2022 〇
2023
2024 〇
2025 〇
計 8 7 6


